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【手続補正書】
【提出日】平成26年7月15日(2014.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　太陽電池モジュールを設置部に取り付けるために、前記設置部を挟持する太陽電池モジ
ュールの固定金具において、
　内天板部および前記内天板部の両端に接続されて前記内天板部に対して同一の側に延在
する一対の内側板部を有し、前記内側板部のそれぞれの先端部に接続されて互いに間隔が
狭くなる方向に延在する一対の挟持部をさらに有する内金具と、
　外天板部および前記外天板部の両端に接続されて前記外天板部に対して同一の側に延在
する一対の外側板部を有する外金具と、
　前記内天板部及び前記外天板部を接続する接続具と
を備え、
　前記一対の内側板部の間隔は、前記内天板部から離れるにつれて広くなり、
　前記外金具は、前記外天板部に対する外側板部の延在する側と、前記内天板部に対する
内側板部の延在する側とが同一の側となるように前記内金具に取り付けられ、
　前記外側板部は、前記一対の内側板部の外側に前記内側板部と接触して位置し、
　前記接続具にガイドされて前記内天板部を前記外天板部に近づけると、前記一対の挟持
部の間隔も狭くなることで前記一対の挟持部が前記設置部を掴み、
　前記設置部に取り付けられた際に、前記挟持部は、当該挟持部の先端部が前記内天板部
に近づくように傾斜している
　ことを特徴とする太陽電池モジュールの固定金具。
【請求項２】
　前記太陽電池モジュールを前記外天板部と挟むことで前記太陽電池モジュールを保持す
る押え具を備える
　ことを特徴とする請求項１に記載の太陽電池モジュールの固定金具。
【請求項３】
　前記設置部に取り付けられた際に、前記挟持部は前記設置部を掴む部分に凹凸の形状を
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有する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の太陽電池モジュールの固定金具。
【請求項４】
　前記接続具の一端は、前記外金具が前記内金具に取り付けられた際の、前記内天板部の
前記外天板部と反対側に接続されている
　ことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載の太陽電池モジュールの固定金
具。
【請求項５】
　太陽電池モジュールを設置部に取り付けるために、前記設置部を挟持する太陽電池モジ
ュールの固定金具において、
　内天板部および前記内天板部の両端に接続されて前記内天板部に対して同一の側に延在
する一対の内側板部を有し、前記内側板部のそれぞれの先端部に接続されて互いに間隔が
狭くなる方向に延在する一対の挟持部をさらに有する内金具と、
　外天板部および前記外天板部の両端に接続されて前記外天板部に対して同一の側に延在
する一対の外側板部を有する外金具と、
　前記内天板部及び前記外天板部を接続する接続具と
を備え、
　前記一対の内側板部の間隔は、前記内天板部から離れるにつれて広くなり、
　前記外金具は、前記外天板部に対する外側板部の延在する側と、前記内天板部に対する
内側板部の延在する側とが同一の側となるように前記内金具に取り付けられ、
　前記外側板部は、前記一対の内側板部の外側に前記内側板部と接触して位置し、
　前記接続具の一端は、前記外金具が前記内金具に取り付けられた際の、前記内天板部の
前記外天板部側に接続され、
　前記接続具にガイドされて前記内天板部を前記外天板部に近づけると、前記一対の挟持
部の間隔も狭くなることで前記一対の挟持部が前記設置部を掴むことを特徴とする太陽電
池モジュールの固定金具。
【請求項６】
　太陽電池モジュールを前記外天板部と挟むことで前記太陽電池モジュールを保持する押
え具を備えることを特徴とする請求項５に記載の太陽電池モジュールの固定金具。
【請求項７】
　前記外金具は、前記外天板部に接続されて前記外側板部と同一の方向に延在する折り曲
げ部を有することを特徴とする請求項５または６に記載の太陽電池モジュールの固定金具
。
【請求項８】
　太陽電池モジュールを設置部に取り付けるために、前記設置部を挟持する太陽電池モジ
ュールの固定金具において、
　内天板部および前記内天板部の両端に接続されて前記内天板部に対して同一の側に延在
する一対の内側板部を有し、前記内側板部のそれぞれの先端部に接続されて互いに間隔が
狭くなる方向に延在する一対の挟持部をさらに有する内金具と、
　外天板部および前記外天板部の両端に接続されて前記外天板部に対して同一の側に延在
する一対の外側板部を有する外金具と、
　前記内天板部及び前記外天板部を接続する第１の接続具と、
　太陽電池モジュールを前記外天板部に固定する第２の接続具と
を備え、
　前記一対の内側板部の間隔は、前記内天板部から離れるにつれて広くなり、
　前記外金具は、前記外天板部に対する外側板部の延在する側と、前記内天板部に対する
内側板部の延在する側とが同一の側となるように前記内金具に取り付けられ、
　前記外側板部は、前記一対の内側板部の外側に前記内側板部と接触して位置し、
　前記第１の接続具にガイドされて前記内天板部を前記外天板部に近づけると、前記一対
の挟持部の間隔も狭くなることで前記一対の挟持部が前記設置部を掴むことを特徴とする
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太陽電池モジュールの固定金具。
【請求項９】
　太陽電池モジュールを前記外天板部と挟むことで前記太陽電池モジュールを保持する押
え具を備えることを特徴とする請求項８に記載の太陽電池モジュールの固定金具。
【請求項１０】
　請求項１から９のいずれか１項に記載の太陽電池モジュールの固定金具を用いて設置さ
れた複数の太陽電池モジュールを有する
　ことを特徴とする太陽電池ユニット。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る太陽電池モジュールの固
定金具は、太陽電池モジュールを設置部に取り付けるために、設置部を挟持する太陽電池
モジュールの固定金具において、内天板部および内天板部の両端に接続されて前記内天板
部に対して同一の側に延在する一対の内側板部を有し、内側板部のそれぞれの先端部に接
続されて互いに間隔が狭くなる方向に延在する一対の挟持部をさらに有する内金具と、外
天板部および外天板部の両端に接続されて前記外天板部に対して同一の側に延在する一対
の外側板部を有する外金具と、内天板部及び外天板部を接続する接続具とを備え、一対の
内側板部の間隔は、内天板部から離れるにつれて広くなり、外金具は、外天板部に対する
外側板部の延在する側と、内天板部に対する内側板部の延在する側とが同一の側となるよ
うに内金具に取り付けられ、外側板部は、一対の内側板部の外側に内側板部と接触して位
置し、接続具にガイドされて内天板部を外天板部に近づけると、一対の挟持部の間隔も狭
くなることで一対の挟持部が設置部を掴み、設置部に取り付けられた際に、挟持部は、当
該挟持部の先端部が内天板部に近づくように傾斜していることを特徴とする。
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